
牧 
野 

雅 

一　

議
員

大
塔
地
域
の
復
興
に
つ
い
て

牧
野　

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
報
告
・
説
明
を
願
う
。

大
塔
支
所
長　

赤
谷
地
区
の
避
難
勧
告

は
解
除
に
向
け
検
討
し
宇
井
地
区
熊
野

川
左
岸
側
は
平
成
28
年
度
し
ゅ
ん
工
見

通
し
。
堂
平
地
区
市
道
工
事
は
９
月
末

を
目
途
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
一

日
も
早
く
元
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

牧
野　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
安
心
し
て

復
興
を
待
つ
喜
び
・
楽
し
み
が
も
て
る

環
境
づ
く
り
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
民
プ
ー
ル
の
休
止
に
つ
い
て

牧
野　

お
尋
ね
し
ま
す
。
い
や
お
願
い

し
ま
す
。
な
ん
と
か
、
こ
の
町
に
住
む

子
供
た
ち
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
育
て

ら
れ
て
い
る
親
御
さ
ん
、
可
愛
い
孫
さ

ん
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
市

内
で
は
数
少
な
い
熱
い
夏
の
憩
い
の
場

を
提
供
す
べ
く
休
止
撤
回
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。

市
長　

（
仮
）
五
條
総
合
体
育
館
建
設

工
事
が
始
ま
る
と
、
来
園
者
の
駐
車
場

確
保
、
工
事
に
よ
る
安
全
確
保
が
難
し

く
な
る
と
考
え
休
止
を
決
定
し
た
。
来

年
以
降
に
つ
い
て
は
一
年
か
け
て
検
討

し
最
終
的
な
判
断
を
し
た
い
。

合
併
特
例
債
充
当
の
詳
細
に
つ
い
て

牧
野　

「
ご
み
処
理
広
域
化
の
推
進
」

に
特
例
債
を
充
て
る
、
新
五
條
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
一
部
変
更
議
案
承
認
で

合
併
特
例
債
充
当
事
業
が
追
加
さ
れ
計

画
に
し
わ
寄
せ
が
出
た
が
、
そ
の
議
論

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
計
画
性
に
乏
し
い
。

五
條
市
・
西
吉
野
村
・
大
塔
村
で
合
併

連
絡
協
議
会
を
設
立
し
、
住
民
の
理
解

の
下
、
合
併
が
成
立
し
特
例
債
が
今
あ

る
。
新
五
條
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
対

し
事
業
計
画
が
逸
脱
し
て
い
る
の
で
は
。

市
長　

総
合
的
な
形
の
中
で
そ
の
と
き

の
状
況
に
よ
っ
て
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
や
っ
て
い
く
。
特
例
債
は
金
額
が

制
限
さ
れ
る
の
で
過
疎
債
を
充
当
す
る
。

牧
野　

過
疎
債
も
特
例
債
も
条
件
は
違

え
ど
借
金
で
あ
る
。
慎
重
に
将
来
を
見

据
え
協
議
し
充
当
す
べ
き
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

総
合
体
育
館
建
設
工
事
の
進
捗
に
つ
い

て
・
市
の
資
産
（
樹
木
・
雑
草
等
）
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
・
ご
み
広
域
処
理

の
現
況
・
今
後
の
推
移
に
つ
い
て

（
そ
の
他
の
通
告
（
時
間
制
限
の
た
め
、

未
質
問
）
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
・
救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
・
岡

中
継
施
設
築
造
工
事
の
入
札
結
果
に
つ

い
て

大 

谷 

龍 

雄　

議
員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
当
日
予
約

制
へ
の
早
急
な
改
善
に
つ
い
て

大
谷　

吉
野
町
で
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
予
約
が
入
れ
ば
普
通
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
に
連
絡
し
、
運
行
中
で
な
か

っ
た
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
切
り
替

え
て
予
約
者
を
送
り
届
け
て
い
る
。
五

條
市
も
デ
マ
ン
ド
型
の
運
行
計
画
が
決

ま
ら
な
く
て
も
前
日
予
約
制
か
ら
当
日

予
約
制
へ
の
改
善
は
先
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　

利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
に
向
け
交

通
事
業
者
と
連
携
を
取
り
、

当
日
予
約
制
の
導
入
に
向

け
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給

付
方
法
へ
の
改
善
と
中
学
校
卒
業
ま

で
の
通
院
費
無
料
化
に
つ
い
て

大
谷　

３
月
議
会
で
は
、
太
田
市
長
か

ら
小
学
校
の
通
院
費
と
中
学
校
の
入
院

費
の
無
料
化
予
算
が
提
出
さ
れ
議
会
で

可
決
さ
れ
た
が
、
中
学
校
の
通
院
費
は

無
料
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
医
療

費
の
支
払
い
も
一
旦
全
額
支
払
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
自
動
償
還
払
い
で
、
子

供
さ
ん
を
病
院
へ
連
れ
て
行
き
に
く
い

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
近
畿

平成２６年６月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　　　●＝反対　　　　△＝退席　　　　長 ＝議長　

議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正につい
て【職員の昇給等に係る部分の一部改正】 可 決

 

鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見
書について

上野公園市民プールの開園を求める決議について

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市税条例等の一部改正）

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市都市計画税条例の一部改正について）

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市国民健康保険税条例の一部改正）

五條市地域体育施設条例の一部改正について

市道路線の変更について

市道路線の変更について

市道路線の廃止について

平成２６年度五條市一般会計補正予算（第１号）議定
について
平成２６年度五條市介護保険特別会計補正予算（第１
号）議定について
五條市教育委員会委員の任命について

五條市教育委員会委員の任命について

「手話言語法」制定を求める意見書について

【報告案件】
平成２５年度五條市土地開発公社の決算及び事業の報告、平成２５年度一般財団法人大塔ふるさとセンターの決
算及び事業の報告、平成２５年度五條市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度一般会計事故繰越
し繰越計算書の報告、平成２５年度簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度五條市下
水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度墓地事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、
平成２５年度五條市水道事業会計継続費繰越計算書の報告、平成２５年度五條市水道事業会計予算繰越計算書の
報告

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり承認・可決・同意した議案）

議 案 名 議　案　の　概　要

法人市民税、固定資産税、軽自動車税に係る地方税法を
改正する法律が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・経過措置）

五條駅南北連絡道路の早期実現を求める決議について

（仮称）五條総合体育館の早期着工を求める決議につ
いて

否 決

可決

可決

可決

都市計画税の課税標準の特例の率の制定に係る地方税法
を改正する法律が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・経過措置）
課税限度額、軽減判定所得引上げ等に係る地方税法施行
令を改正する施行令が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・適用区分）
白銀南体育館の老朽化に伴う用途廃止
（平成２６年７月１日から施行）
市道立川渡線の終点の変更
（Ｌ＝８７１．２ｍから１，０００ｍに変更）
市道上立川渡線の起点の変更
（Ｌ＝１８８．８ｍから２０４．８ｍに変更）
代替機能を有する市道の整備により、道路として使用さ
れていない市道大野新田１号線（Ｌ＝１９５．２ｍ）を
廃止
補正予算額　７，３９６万１千円（林道維持修繕工事費、
大雪被災者向け経営体育成支援事業補助金等）
補正予算額　１３０万円
（電算システム改修業務委託料）
大西修二氏の任命に同意
（任期：平成２６年６月２１日から４年間）
井田栄子氏の任命に同意
（任期：平成２６年８月８日から４年間）
地方自治法第９９条の規定により、関係行政庁に意見書
を提出

圏
で
は
奈
良
県
以
外
の
全
て
の
府
県
で

政
府
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
も
自

己
負
担
分
だ
け
払
え
ば
い
い
現
物
給
付

方
法
に
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
通
院

費
無
料
化
と
合
わ
せ
、
奈
良
県
知
事
に

対
し
他
市
町
村
と
と
も
に
要
請
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

現
物
給
付
方
法

の
導
入
は
医
師
会
等

県
全
体
の
関
係
機
関

と
の
協
議
が
必
要
で

あ
る
。
国
に
対
し
て

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

廃
止
を
働
き
か
け
て

い
く
。

（
６
月
議
会
で
は
災
害
防
止
対
策
の
強

化
や
新
市
役
所
建
設
に
求
め
ら
れ
る
構

造
、
規
模
、
財
源
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。
）

　
議会を傍聴される方に
議案書等を貸し出します
 

議案書等貸出簿  
 
 貸出番号  

 
住     所  
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電話番号
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　市議会では、議会を傍聴される方に議案書・
会議予定表・報告書等を貸し出しています。
    貸出しを希望される方は、本庁舎２階の議
会事務局までお申し込みください。
（本会議当日に先着５名の方）
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ら
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予
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の
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性
の
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に
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け
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者
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連
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を
取
り
、

当
日
予
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制
の
導
入
に
向

け
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し
て
い
く
。
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ど
も
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療
費
助
成
制
度
の
現
物
給

付
方
法
へ
の
改
善
と
中
学
校
卒
業
ま

で
の
通
院
費
無
料
化
に
つ
い
て

大
谷　

３
月
議
会
で
は
、
太
田
市
長
か

ら
小
学
校
の
通
院
費
と
中
学
校
の
入
院

費
の
無
料
化
予
算
が
提
出
さ
れ
議
会
で

可
決
さ
れ
た
が
、
中
学
校
の
通
院
費
は

無
料
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
医
療

費
の
支
払
い
も
一
旦
全
額
支
払
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
自
動
償
還
払
い
で
、
子

供
さ
ん
を
病
院
へ
連
れ
て
行
き
に
く
い

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
近
畿

平成２６年６月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　　　●＝反対　　　　△＝退席　　　　長 ＝議長　

議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正につい
て【職員の昇給等に係る部分の一部改正】 可 決

 

鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見
書について

上野公園市民プールの開園を求める決議について

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市税条例等の一部改正）

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市都市計画税条例の一部改正について）

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市国民健康保険税条例の一部改正）

五條市地域体育施設条例の一部改正について

市道路線の変更について

市道路線の変更について

市道路線の廃止について

平成２６年度五條市一般会計補正予算（第１号）議定
について
平成２６年度五條市介護保険特別会計補正予算（第１
号）議定について
五條市教育委員会委員の任命について

五條市教育委員会委員の任命について

「手話言語法」制定を求める意見書について

【報告案件】
平成２５年度五條市土地開発公社の決算及び事業の報告、平成２５年度一般財団法人大塔ふるさとセンターの決
算及び事業の報告、平成２５年度五條市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度一般会計事故繰越
し繰越計算書の報告、平成２５年度簡易水道特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度五條市下水道
事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成２５年度墓地事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成
２５年度五條市水道事業会計継続費繰越計算書の報告、平成２５年度五條市水道事業会計予算繰越計算書の報告

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり承認・可決・同意した議案）

議 案 名 議　案　の　概　要

法人市民税、固定資産税、軽自動車税に係る地方税法を
改正する法律が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・経過措置）

五條駅南北連絡道路の早期実現を求める決議について

（仮称）五條総合体育館の早期着工を求める決議につ
いて

否 決

可決

可決

可決

都市計画税の課税標準の特例の率の制定に係る地方税法
を改正する法律が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・経過措置）
課税限度額、軽減判定所得引上げ等に係る地方税法施行
令を改正する施行令が３月３１日に公布された。
（平成２６年４月１日から施行・適用区分）
白銀南体育館の老朽化に伴う用途廃止
（平成２６年７月１日から施行）
市道立川渡線の終点の変更
（Ｌ＝８７１．２ｍから１，０００ｍに変更）
市道上立川渡線の起点の変更
（Ｌ＝１８８．８ｍから２０４．８ｍに変更）
代替機能を有する市道の整備により、道路として使用さ
れていない市道大野新田１号線（Ｌ＝１９５．２ｍ）を
廃止
補正予算額　７，３９６万１千円（林道維持修繕工事費、
大雪被災者向け経営体育成支援事業補助金等）
補正予算額　１３０万円
（電算システム改修業務委託料）
大西修二氏の任命に同意
（任期：平成２６年６月２１日から４年間）
井田栄子氏の任命に同意
（任期：平成２６年８月８日から４年間）
地方自治法第９９条の規定により、関係行政庁に意見書
を提出

圏
で
は
奈
良
県
以
外
の
全
て
の
府
県
で

政
府
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
も
自

己
負
担
分
だ
け
払
え
ば
い
い
現
物
給
付

方
法
に
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
通
院

費
無
料
化
と
合
わ
せ
、
奈
良
県
知
事
に

対
し
他
市
町
村
と
と
も
に
要
請
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

現
物
給
付
方
法

の
導
入
は
医
師
会
等

県
全
体
の
関
係
機
関

と
の
協
議
が
必
要
で

あ
る
。
国
に
対
し
て

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

廃
止
を
働
き
か
け
て

い
く
。

（
６
月
議
会
で
は
災
害
防
止
対
策
の
強

化
や
新
市
役
所
建
設
に
求
め
ら
れ
る
構

造
、
規
模
、
財
源
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。
）

　
議会を傍聴される方に
議案書等を貸し出します
 

議案書等貸出簿  
 
 貸出番号  

 
住     所  

 
 
 
 
氏   名 

 
電話番号

 

 
 
 
 

① 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

　市議会では、議会を傍聴される方に議案書・
会議予定表・報告書等を貸し出しています。
    貸出しを希望される方は、本庁舎２階の議
会事務局までお申し込みください。
（本会議当日に先着５名の方）

7 表決結果と議決結果 6一般質問

長

長

長

長

長



「手話言語法」制定を求める意見書
　地手話とは、日本語を音声ではなく、手指や体の動き、表情を
使う独自の語彙や文法体系をもつ言語である。音声が聞こえない、
聞こえづらい、音声で話すことができない、話しにくい聴覚障害
者にとって、日常生活や社会生活を営む上で、手話は大切な情報
獲得とコミュニケーションの手段である。
　２００６年（平成１８年）１２月に国連総会において採択され、
２００８年（平成２０年）に発効した「障害者権利条約」第２条
において、「言語」とは、「音声言語及び手話その他の形態の非
音声言語をいう。」と定義され、手話が言語として国際的に認知
された。
　また、政府は２００９年（平成２１年）に内閣府に障がい者制
度改革推進本部を設置し、障害者権利条約の批准に向けて国内法
の整備を進めてきた。２０１１年（平成２３年）８月に改正され
た「障害者基本法」の第３条には、「全て障害者は、可能な限り、
言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての
選択の機会が確保される」と定められ、手話は言語に含まれるこ
とが明記されたところである。
　さらに、同法の第２２条には、国及び地方公共団体に対して情
報の利用におけるバリアフリー化施策を義務づけていることから、
手話が日本語と対等な言語であることを示し、日常生活、職場、
教育の場で手話を使った情報の提供やコミュニケーションが保障
され、自由に手話が使える社会環境の整備、そして、手話を言語
として普及・研究できる環境の整備を国として実現する必要があ
る。
　よって、国会及び政府におかれては、上記の内容を盛り込んだ
「手話言語法（仮称）」を早期に制定するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　
　平成２６年 ６ 月１７日
　              　　　　　　　　　　　　　　　　  　五 條 市 議 会

鳥獣の捕獲促進体制強化の
                       速やかな実施を求める意見書

　鹿、イノシシ等による自然生態系への影響及び農林水産業被害
が深刻化する中、狩猟者の減少・高齢化等により鳥獣捕獲の担い
手が減少しています。
　鳥獣の捕獲等の一層の促進と捕獲等の担い手の育成が必要との
観点から、政府は今国会において、「鳥獣の保護及び狩猟の適正
化に関する法律」を改正し、法律の目的に鳥獣の「保護」だけで
なく「管理」の定義を規定するとともに、「保護」と「管理」の
施策体系の整理、指定管理鳥獣に定められた鳥獣の集中的かつ広
域的に管理を図る事業の創設、一定の条件下での夜間銃猟を可能
にする規制緩和、認定鳥獣捕獲等事業者制度の創設など、制度の
抜本的な改正を行います。
　法改正によって今後鳥獣の捕獲体制が強化されることになりま
すが、施行に当たっては、下記事項について十分に留意して実施
されるよう強く要望します。

記
１　都道府県を越えて生息する鳥獣の保護・管理については、国
　が主導してより効果的な広域対応を行うための仕組みを検討す
　ること。
２　市町村への鳥獣被害防止総合対策交付金の予算を拡充させる
　ほか、新設される指定管理鳥獣捕獲等事業が十分活用されるよ
　う、実施計画を作成した都道府県に対し、財政支援を行うこと。
３　捕獲された鳥獣を可能な限り食肉等として活用するため、衛
　生管理の徹底による安全性の確保や販売経路の確立、消費拡大
　への支援などを推進すること。
４　本法では適用除外とされている海獣についても、適切な保護
　及び管理が図られていないような場合には、速やかに生息情報
　の収集を図り、除外対象種の見直しなどを行うこと。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　
　　平成２６年 ６ 月１７日
　               　　　　　　　　　　　　　　　　 　五 條 市 議 会

( 仮称）五條総合体育館の
                                 早期着工を求める決議
　（仮称）五條総合体育館建設事業は、平成２７年８月に和歌
山県を幹事県として近畿ブロックで開催される全国高等学校総
合体育大会のフェンシング競技会場として使用するため、昨年
から測量業務・基本構想業務・設計業務等を順次完了し、入札
業務の後、着工に至るものであった。
　しかし、その入札が不調に終わり、市当局においては法令の
規定を基に随意契約の手立てを探っているところであるが、本
事業は、本市だけの単なる体育館建設事業ではなく、国・県の
支援を受けて南部地域の振興を図っていくという重大な位置付
けにあることから、市議会としても万全の協力体制をとってい
るところである。
　よって、市当局に対しては、本事業の実現に向けて早期の着
工を求めるものである。
　以上、決議する。

　平成２６年６月１７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五　條　市　議　会

五條駅南北連絡道路の
                                  早期実現を求める決議
　五條市では、少子高齢化と過疎化が進む中にあって今後更に増
大していく行政需要に対応していくためにも、生活基盤や地域資
源の有機的な活用を図り、魅力的なまちづくりを行うことで人口
流失に歯止めをかけることが喫緊の課題となっている。
　そのため地域の交流を支える道路交通網の整備が急がれるとこ
ろであるが、合併を契機とした新市建設の基本方針にのっとった
重点事業の一つである新市玄関口整備事業は、交通と駅利用の利
便性向上に寄与するのみならず、五條駅南北連絡道路の整備を図
ることで活力あるまちづくりに大きく貢献するものであると考え
る。
　よって、市当局に対し、都市機能の充実を図る施策としての五
條駅南北連絡道路の早期実現に努めることを強く求める。
　以上、決議する。

　平成２６年６月１７日
　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 五　條　市　議　会

　

３
月
26
日
、
大
淀
町
役
場
に
お
い
て
、

南
和
広
域
医
療
組
合
議
会
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議

会
招
集
の
挨
拶
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
に
続
き
、
本
定
例
会
の
会
期
を
二

日
間
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
後
、

空
席
と
な
っ
て
い
た
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
五
條
市
の
山
口
耕
司
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
並
び
に
救
急
病
院
等
新
築
工

事
に
係
る
請
負
契
約
金
額
93
億
２
，
５

８
０
万
円
の
工
事
請
負
契
約
締
結
の
３

議
案
は
、
病
院
建
設
運
営
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
翌
27
日
の
本
会
議
再
開
後
、

３
議
案
を
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
し

た
こ
と
な
ど
審
査
の
経
緯
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、
採
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、

追
加
議
案
の
副
管
理
者
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
は
、
杉
山　

孝
氏
の
選
任
に
同

意
し
、
副
管
理
者

の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

南
和
広
域
医
療
組
合

　
　

議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

３
月
31
日
、
御
所
市
役
所
に
お
い
て
、

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
に
は
、
御
所
市
、
田
原
本
町
、

五
條
市
の
各
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
議

員
９
名
並
び
に
管
理
者
及
び
副
管
理
者

等
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
ま

ず
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推

選
に
よ
り
御
所
市
の
安
川　

勝
議
員
が

当
選
さ
れ
、
続
い
て
、
議
席
の
指
定
、

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
の
後
、
本
定

例
会
の
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
ま
ず
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て
は
、
御
所
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
移
転
補
償
１
億
１
，
３
４
２
万
２
千

円
を
繰
越
明
許
費
と
す
る
も
の
で
、
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

億
５
，
６
３
１
万
６
千
円
で
、
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
新
炉
建
設
事
業
費
３
億

７
，
６
８
０
万
円
、
一
般
管
理
費
７
，

９
３
９
万
円
で
、
ご
み
処
理
方
式
や
発

電
施
設
等
、
慎
重
審
議
を
経
て
採
決
の

結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

組
合
議
会
報
告
（
概
要
）

　

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
で
は
、
５

月
15
日
、
「
五
條
市
新
庁
舎
整
備
研
究

委
員
会
」
が
選
定
し
た
候
補
地
と
本
特

別
委
員
会
が
検
討
し
て
い
る
候
補
地
そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
や
概
算
事
業

費
等
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
駐
車
場
や
建
設
費
用
、

財
源
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
、
終
始
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
本
事
業
の
推
進
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
複
合
商
業

施
設
に
お
け
る
公
共
施
設
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、
イ
オ
ン
布

施
駅
前
店
と
イ
オ
ン
枚
方
店
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

布
施
駅
前
店
に
は
、
平
成
24
年
12
月

か
ら
、
蔵
書
資
料
数
６
万
余
件
、
閲
覧

席
48
席
の
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
が

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
枚
方
店
に
は
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
、
求
人
検
索
パ
ソ

コ
ン
１
０
５
台
を
設
置
し
た
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
枚
方
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
に
最
寄
り
の
駅
か
ら
大

変
近
く
、
市
街
地
の
商
業
施
設
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
利
便
性
が
ア
ッ
プ
し
て
利

用
者
数
も
増
加
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

（病院建設現場）
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「手話言語法」制定を求める意見書
　地手話とは、日本語を音声ではなく、手指や体の動き、表情を
使う独自の語彙や文法体系をもつ言語である。音声が聞こえない、
聞こえづらい、音声で話すことができない、話しにくい聴覚障害
者にとって、日常生活や社会生活を営む上で、手話は大切な情報
獲得とコミュニケーションの手段である。
　２００６年（平成１８年）１２月に国連総会において採択され、
２００８年（平成２０年）に発効した「障害者権利条約」第２条
において、「言語」とは、「音声言語及び手話その他の形態の非
音声言語をいう。」と定義され、手話が言語として国際的に認知
された。
　また、政府は２００９年（平成２１年）に内閣府に障がい者制
度改革推進本部を設置し、障害者権利条約の批准に向けて国内法
の整備を進めてきた。２０１１年（平成２３年）８月に改正され
た「障害者基本法」の第３条には、「全て障害者は、可能な限り、
言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての
選択の機会が確保される」と定められ、手話は言語に含まれるこ
とが明記されたところである。
　さらに、同法の第２２条には、国及び地方公共団体に対して情
報の利用におけるバリアフリー化施策を義務づけていることから、
手話が日本語と対等な言語であることを示し、日常生活、職場、
教育の場で手話を使った情報の提供やコミュニケーションが保障
され、自由に手話が使える社会環境の整備、そして、手話を言語
として普及・研究できる環境の整備を国として実現する必要があ
る。
　よって、国会及び政府におかれては、上記の内容を盛り込んだ
「手話言語法（仮称）」を早期に制定するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　
　平成２６年 ６ 月１７日
　              　　　　　　　　　　　　　　　　  　五 條 市 議 会

鳥獣の捕獲促進体制強化の
                       速やかな実施を求める意見書

　鹿、イノシシ等による自然生態系への影響及び農林水産業被害
が深刻化する中、狩猟者の減少・高齢化等により鳥獣捕獲の担い
手が減少しています。
　鳥獣の捕獲等の一層の促進と捕獲等の担い手の育成が必要との
観点から、政府は今国会において、「鳥獣の保護及び狩猟の適正
化に関する法律」を改正し、法律の目的に鳥獣の「保護」だけで
なく「管理」の定義を規定するとともに、「保護」と「管理」の
施策体系の整理、指定管理鳥獣に定められた鳥獣の集中的かつ広
域的に管理を図る事業の創設、一定の条件下での夜間銃猟を可能
にする規制緩和、認定鳥獣捕獲等事業者制度の創設など、制度の
抜本的な改正を行います。
　法改正によって今後鳥獣の捕獲体制が強化されることになりま
すが、施行に当たっては、下記事項について十分に留意して実施
されるよう強く要望します。

記
１　都道府県を越えて生息する鳥獣の保護・管理については、国
　が主導してより効果的な広域対応を行うための仕組みを検討す
　ること。
２　市町村への鳥獣被害防止総合対策交付金の予算を拡充させる
　ほか、新設される指定管理鳥獣捕獲等事業が十分活用されるよ
　う、実施計画を作成した都道府県に対し、財政支援を行うこと。
３　捕獲された鳥獣を可能な限り食肉等として活用するため、衛
　生管理の徹底による安全性の確保や販売経路の確立、消費拡大
　への支援などを推進すること。
４　本法では適用除外とされている海獣についても、適切な保護
　及び管理が図られていないような場合には、速やかに生息情報
　の収集を図り、除外対象種の見直しなどを行うこと。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　
　　平成２６年 ６ 月１７日
　               　　　　　　　　　　　　　　　　 　五 條 市 議 会

( 仮称）五條総合体育館の
                                 早期着工を求める決議
　（仮称）五條総合体育館建設事業は、平成２７年８月に和歌
山県を幹事県として近畿ブロックで開催される全国高等学校総
合体育大会のフェンシング競技会場として使用するため、昨年
から測量業務・基本構想業務・設計業務等を順次完了し、入札
業務の後、着工に至るものであった。
　しかし、その入札が不調に終わり、市当局においては法令の
規定を基に随意契約の手立てを探っているところであるが、本
事業は、本市だけの単なる体育館建設事業ではなく、国・県の
支援を受けて南部地域の振興を図っていくという重大な位置付
けにあることから、市議会としても万全の協力体制をとってい
るところである。
　よって、市当局に対しては、本事業の実現に向けて早期の着
工を求めるものである。
　以上、決議する。

　平成２６年６月１７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五　條　市　議　会

五條駅南北連絡道路の
                                  早期実現を求める決議
　五條市では、少子高齢化と過疎化が進む中にあって今後更に増
大していく行政需要に対応していくためにも、生活基盤や地域資
源の有機的な活用を図り、魅力的なまちづくりを行うことで人口
流失に歯止めをかけることが喫緊の課題となっている。
　そのため地域の交流を支える道路交通網の整備が急がれるとこ
ろであるが、合併を契機とした新市建設の基本方針にのっとった
重点事業の一つである新市玄関口整備事業は、交通と駅利用の利
便性向上に寄与するのみならず、五條駅南北連絡道路の整備を図
ることで活力あるまちづくりに大きく貢献するものであると考え
る。
　よって、市当局に対し、都市機能の充実を図る施策としての五
條駅南北連絡道路の早期実現に努めることを強く求める。
　以上、決議する。

　平成２６年６月１７日
　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 五　條　市　議　会

　

３
月
26
日
、
大
淀
町
役
場
に
お
い
て
、

南
和
広
域
医
療
組
合
議
会
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議

会
招
集
の
挨
拶
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
に
続
き
、
本
定
例
会
の
会
期
を
二

日
間
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
後
、

空
席
と
な
っ
て
い
た
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
五
條
市
の
山
口
耕
司
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
並
び
に
救
急
病
院
等
新
築
工

事
に
係
る
請
負
契
約
金
額
93
億
２
，
５

８
０
万
円
の
工
事
請
負
契
約
締
結
の
３

議
案
は
、
病
院
建
設
運
営
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
翌
27
日
の
本
会
議
再
開
後
、

３
議
案
を
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
し

た
こ
と
な
ど
審
査
の
経
緯
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、
採
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、

追
加
議
案
の
副
管
理
者
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
は
、
杉
山　

孝
氏
の
選
任
に
同

意
し
、
副
管
理
者

の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

南
和
広
域
医
療
組
合

　
　

議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

３
月
31
日
、
御
所
市
役
所
に
お
い
て
、

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
に
は
、
御
所
市
、
田
原
本
町
、

五
條
市
の
各
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
議

員
９
名
並
び
に
管
理
者
及
び
副
管
理
者

等
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
ま

ず
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推

選
に
よ
り
御
所
市
の
安
川　

勝
議
員
が

当
選
さ
れ
、
続
い
て
、
議
席
の
指
定
、

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
の
後
、
本
定

例
会
の
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
ま
ず
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て
は
、
御
所
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
移
転
補
償
１
億
１
，
３
４
２
万
２
千

円
を
繰
越
明
許
費
と
す
る
も
の
で
、
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

億
５
，
６
３
１
万
６
千
円
で
、
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
新
炉
建
設
事
業
費
３
億

７
，
６
８
０
万
円
、
一
般
管
理
費
７
，

９
３
９
万
円
で
、
ご
み
処
理
方
式
や
発

電
施
設
等
、
慎
重
審
議
を
経
て
採
決
の

結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

組
合
議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
で
は
、
５

月
15
日
、
「
五
條
市
新
庁
舎
整
備
研
究

委
員
会
」
が
選
定
し
た
候
補
地
と
本
特

別
委
員
会
が
検
討
し
て
い
る
候
補
地
そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
や
概
算
事
業

費
等
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
駐
車
場
や
建
設
費
用
、

財
源
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
、
終
始
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
本
事
業
の
推
進
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
複
合
商
業

施
設
に
お
け
る
公
共
施
設
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、
イ
オ
ン
布

施
駅
前
店
と
イ
オ
ン
枚
方
店
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

布
施
駅
前
店
に
は
、
平
成
24
年
12
月

か
ら
、
蔵
書
資
料
数
６
万
余
件
、
閲
覧

席
48
席
の
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
が

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
枚
方
店
に
は
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
、
求
人
検
索
パ
ソ

コ
ン
１
０
５
台
を
設
置
し
た
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
枚
方
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
に
最
寄
り
の
駅
か
ら
大

変
近
く
、
市
街
地
の
商
業
施
設
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
利
便
性
が
ア
ッ
プ
し
て
利

用
者
数
も
増
加
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

（病院建設現場）
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発行  五條市議会　編集  議会広報編集委員会

市議会だより　

№52
平成 26年（2014 年）９月１日

五
條
市
議
会
第
２
回
６
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
26
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
に
開

会
し
て
会
期
を
18
日
ま
で
の
17
日
間
と
決
定
し
、
初
日

に
市
長
か
ら
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
市
政
の
報
告
と

本
定
例
会
に
提
出
す
る
議
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
始
め
、
五
條
市

地
域
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
、
市
道
路
線
の
変
更

と
廃
止
、
五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど

の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
は
、
鳥
獣
の
捕
獲
促
進
体
制
強
化

の
速
や
か
な
実
施
を
求
め
る
意
見
書
を
始
め
と
し
て

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書
、
五
條
駅
南

北
連
絡
道
路
の
早
期
実
現
を
求
め
る
決
議
な
ど
を
提
案

し
て
慎
重
な
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
６
日
と
９
日
に

は
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
６
月
17
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　

編　

集　

後　

記

　

夏
も
終
わ
り
、
夏
の
疲

れ
も
出
て
き
て
い
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
五
條
市
に

は
今
、
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
課
題
に
市
民
が
求

め
て
い
る
の
は
何
か
、
小

さ
な
声
を
見
逃
さ
ず
、
市

の
未
来
を
見
つ
め
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
市
の
未
来

に
つ
い
て
語
り
合
い
活
力

あ
る
五
條
市
に
取
り
組
ん

で
行
く
た
め
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。　

　

今
後
と
も
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
と
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
「
市
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
一
層
の

努
力
を
重
ね
ま
す
の
で
皆

様
方
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
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一
般
質
問　
　

  　
　

  　

   

２
〜
６
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果       　
　

７
ペ
ー
ジ  

決
議
・
意
見
書　
　
　
　
　
　

   

８
ペ
ー
ジ

組
合
議
会
の
報
告
ほ
か　
　
　

   

９
ペ
ー
ジ

活
動
報
告
ほ
か   　
　
　
　
　
　

10
ペ
ー
ジ

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　

   　
　

牧
野
雅
一
議
員　

選
出

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
１
日

か
ら
３
日
ま
で
、
議
会
運
営
や
議
会
改

革
で
先
進
的
な
香
川
県
善
通
寺
市
及
び

徳
島
県
小
松
島
市
と
陸
上
自
衛
隊
徳
島

駐
屯
地
が
あ
り
、
現
在
、
新
庁
舎
建
設

中
の
徳
島
県
阿
南
市
を
行
政
視
察
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、１
日
目
は
、善
通
寺
市
議
会
を

訪
問
し
、
議
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受

け
た
後
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か

ら
、
平
成
23
年
３
月
に
制
定
し
た
善
通

寺
市
議
会
基
本
条
例
と
平
成
25
年
６
月

に
制
定
し
た
善
通
寺
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
に
つ
い
て
、
制
定
に
至
っ
た

経
緯
と
と
も
に
制
度
の
内
容
や
議
員
の

取
組
方
、
市
民
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、
善

通
寺
市
議
会
が
次
年
度
の
予
算
審
査
に

反
映
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
「
事

務
事
業
評
価
」
に
つ
い
て
も
説
明
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
取
組
に
大
い
に
参
考

と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
徳
島
県
阿
南
市
那
賀

川
町
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地

を
視
察
し
て
か
ら
、
阿
南
市
議
会
を
訪

問
し
ま
し
た
。
阿
南
市
議
会
で
は
、
ま

ず
議
長
の
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
て
か
ら
、

各
担
当
者
か
ら
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
に

至
っ
た
経
緯
と
現
在
建
設
中
の
新
庁
舎

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
の
活
動
報
告
　

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
に
つ
い
て

は
、
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
経
緯
と
誘
致

活
動
の
内
容
、
誘
致
後
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
実
情
を
お
聴
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁

舎
の
概
要
は
、
地
上
７
階
、
地
下
１
階

の
免
震
構
造
で
、
先
進
的
な
耐
震
対
策

と
環
境
に
配
慮
し
た
省
Ｃ
Ｏ
２
対
策
は
、

本
市
に
お
け
る
新
庁
舎
建
設
の
考
え
方

の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
小
松
島
市
議
会
を
訪
問

し
、
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
を
受
け
た
後
、
議
会
運
営
委
員
会
の

各
委
員
か
ら
、
平
成
21
年
３
月
に
制
定

し
た
小
松
島
市
議
会
基
本
条
例
と
小
松

島
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い

て
、
制
定
ま
で
の
経
緯
と
制
度
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

具
体
的
な
活
動
で
あ
る
議
会
報
告
会
な

ど
の
積
極
的
な
情
報
の
公
開
と
「
ふ
れ

あ
い
市
議
会
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
市
民
参

加
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

そ
の
取
組
に
大
い
に
共
感
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
パ
ッ
ド

を
活
用
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
な
ど
も
お
聴
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
視
察
を
通
し
て
、
五
條
市

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
精

査
と
検
証
を
行
い
、
今
後
の
市
政
推
進

に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

８
月
７
日
、
地
域
活
性
化
及
び
五

條
駅
南
北
道
建
設
促
進
特
別
委
員
会

が
理
事
者
と
と

も
に
JR
西
日
本

大
阪
支
社
に
行

き
、
南
和
地
区

の
玄
関
口
に
ふ

さ
わ
し
い
JR
五

条
駅
周
辺
整
備

を
行
う
た
め
の

要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
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